
2021年度 認定こども園進徳幼稚園自己評価結果報告書 
1． 本園の教育目標 
人間性を豊かに育て、幼児期に必要な様々な経験を通して、心身ともに健全でたくましい子どもが 
育つよう３つの教育目標（「生きる力」の育成）を掲げている。 
１．げんきであかるい子（体）                                                                                               
２．こころのやさしい子 (徳)                                                                                                 
３．よく考え、工夫し、表現する子(知) 

 
2． 重点的に取り組んだ目標・評価 
本年度は刻々と変化する新型コロナウイルス感染症対策に即座に対応し、より確実な予防対策に努めた。

更に全職員への周知や実施の実効性も高めた。また、コロナ禍での行事の在り方や子ども主体の保育につ
いて、保育者一人ひとりが「教職員自己評価書」を活用して、常に見直し、より良い方法を研修・学び続
けてきたことは評価できる。 

 
3． 評価項目の達成及び取り組み状況 

評価 Ａ…達成できた Ｂ…概ね達成できた Ｃ…概ね達成できたが課題が残る Ｄ…努力が必要 
 

評価項目 取り組み状況 評価 
引き続き、新教育・保育要領に基づいた子ども主
体の保育計画を立案すると同時に、実践・評価・
改善の過程を簡潔に計画（週日案）に残すなど、
効果的で継続可能な記録の取り方を確立し、園全
体の教育・保育向上に活用していく。 

保育者一人ひとりが自分なりの方法で記録を取る
ように努めた。殆どの保育者が実践・評価・改善
は出来ていた。更に今後に活かせるような記録の
取り方を工夫したり、記録結果をより活用したり
していく必要がある。 

B 

保護者とよりよい信頼関係を築いていくには、研
修を深め、信頼される保育者を目指すとともに保
育者が共感性をもって対応していくことが大切で
ある。子どもの自主性・主体性を重視した教育・
保育を目指していていることの伝え方の研修をし
ていく。 

リニューアルされたホームページのブログなどを
活かして、子どもたちの日々の姿を写真やコメン
トを通して保護者に伝えてきが、保護者には子ど
も主体の保育の在り方が具体的に伝わっていなか
った。伝わる表現方法などに、より一層の工夫が
必要である。 

B 

新型コロナウイルス対策に向け本年度作成したマ
ニュアルや点検表を活用し、改善点を加筆・修正
しながらより実効性のあるものにしていく。刻々
と変わっていく情勢を敏感にとらえ、必要な知識
を職員間で共有し、感染症対策を行っていく。 

保健衛生担当職員を中心に、情報収集と知識の構
築に努め、全職員が刻々と変化する情勢に対応
し、消毒や点検の方法の改善を繰り返してきた。
その結果コロナ関連の感染を抑えることができて
いる。今後も感染症全般に対し保育教諭としての
知識を深めていく。 

  A 
 

 
 

4． 自己評価結果と分析 
・評価方法 

各職員が各自自己評価を行い、全体の集計を出す。 
   ・分  析 
               前期は「本園の取り組むべき課題」の項目の評価がやや低かった。これについては一次評価基準日に主幹

教諭から評価、助言を受け自己の振り返りをしたことで、後期評価に向けての課題が見つかった。結果とし
て各職員の同項目の後期評価が上がったと思われる。 
また、全項目において前期に比べて後期の評価が上がったことは、保育者一人ひとりが課題を意識し、改

善に向けて努力した結果と評価できる。 



        

 
    
 
５．今後取り組むべき課題 

記録の継続と記録を活かした保育計画の
立案 

引き続き子どもを主体とした保育の計画・実践に向け、保育者間
の連携を図り、これまでの記録を有効に活用して保育の向上を目
指す。 

本園の特色ある、工夫された教育・保育
内容についての分かりやすい伝え方の工
夫 

ブログや学年だより（すくすく）、園だより（さくら草）などを
通して、子どもの自主性・主体性を重視した教育・保育内容が保
護者に分かりやすく伝わるような表現・工夫を心掛ける。 

感染症対策（新型コロナウイルス対策）
への保護者理解と協力の要請 

感染症対策について、全般的に見直しをすすめ、職員の知識を高
めると共に、確かな最新情報を発信することで保護者の理解、協
力を得る。 

 
6.  子ども園評価評議員会（R4.3月末）による意見 

・保護者アンケート結果について、丁寧にまとめてあり、小さな意見についても細かく回答され、親に還元さ 
れていることは素晴らしいと感じた。                
・子どもを主観的に見る保護者と、集団の中で客観的に見る先生方とでは、視点に違いがあり、様々な意見や
要望が出されますが根幹は「子どものより善き成長を願う」ということにある。この回答書やアンケートの集
約が各家庭でも役立つことと思う。 
・自己評価については高評価であったが、それに甘えることなく子どもたちへのより好ましい保育への気構え 
が感じられた。 
・今後の課題が記述されているが、若干抽象的な表現に留まっているように感じられる。ここに記述されてい
なくてもより具体的な取り組み方も設定されていると思うが… 
・ホームページに掲載されているブログなど見ると、個人情報の保護について適切に配慮されていると思った。 
また、「こども主体の保育を目指すことの意味を伝えながら、学年ごとに活動の様子がわかりやすく発信され
ているように感じた。 
 

７.   財務状況 
 会計処理についても適切に処理されている旨の報告を公認会計士より受けている。（R4.4.10） 

保育環境 

子どもとの関わり 

保護者との関わり 保育者としての資質・あり方 

本園の取り組むべき課題 

2021年度保育の振り返り 

1回目 2回目 
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